
(57)【要約】

【目的】箱本体に内容物を入れた状態で側板を手で掴ん

で持ち上げてもヒンジ部が外れるおそれのない断熱容器

を提供する。

【解決手段】発泡樹脂材で形成された底板１、前後側板

２，３、左右側板４，５及び蓋板６からなり、各側板２

～５は、ヒンジ部７，９を介して底板１に対し起立姿勢

と折畳姿勢とに姿勢変更可能に連結されてなる断熱容器

において、底板上面１ａの左右側端部に堰壁部１１，１

１が突設され、各堰壁部１１の内側面と各側板４，５の

内側面とに亘りヒンジ部９が設けられ、各堰壁部１１の

外側面下部に嵌合凹部１２が設けられ、左右各側板４，

５の下端部に、起立姿勢時に堰壁部１１の上端面１１ａ

に当接する下端支持面１３と、起立姿勢時に堰壁部１１

の嵌合凹部１２に嵌合する嵌合凸部１４とが設けられて

いる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
発 泡 樹 脂 材 で 形 成 さ れ た 底 板 、 前 後 側 板 、 左 右 側 板 及 び 蓋 板 か ら な り 、 各 側 板 は 、 折 曲 可
能 な ヒ ン ジ 部 を 介 し て 底 板 に 対 し 起 立 姿 勢 と 折 畳 姿 勢 と に 姿 勢 変 更 可 能 に 連 結 さ れ て な る
断 熱 容 器 に お い て 、 底 板 上 面 の 左 右 両 側 端 部 に は 左 右 側 板 を 夫 々 連 結 す る 堰 壁 部 が 突 設 さ
れ 、 各 堰 壁 部 の 内 側 面 と こ れ に 連 結 す る 側 板 の 内 側 面 と に 亘 っ て 前 記 ヒ ン ジ 部 が 設 け ら れ
る 一 方 、 各 堰 壁 部 の 外 側 面 下 部 に 嵌 合 凹 部 が 設 け ら れ 、 左 右 各 側 板 の 下 端 部 に は 、 起 立 姿
勢 時 に 堰 壁 部 の 上 端 面 に 当 接 す る 下 端 支 持 面 と 、 起 立 姿 勢 時 に 堰 壁 部 の 嵌 合 凹 部 に 嵌 合 し
て 底 板 を 一 体 的 に 持 ち 上 げ 可 能 な 嵌 合 凸 部 と が 設 け ら れ て な る 断 熱 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
左 右 各 側 板 の 外 側 面 に は 容 器 持 ち 上 げ 用 の 手 掛 け 部 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 断
熱 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
各 堰 壁 部 の 上 端 面 と こ れ に 当 接 す る 左 右 各 側 板 の 下 端 支 持 面 と の 何 れ か 一 方 に 係 合 凸 条 部
が 設 け ら れ 、 他 方 に 係 合 凹 溝 部 が 設 け ら れ て な る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 断 熱 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 後 側 板 は 、 底 板 上 面 の 左 右 両 側 端 部 に 突 設 さ れ た 左 右 両 堰 壁 部 の 高 さ 内 に 納 ま る よ う に
折 り 畳 ま れ 、 こ の 折 り 畳 ま れ た 前 後 側 板 上 に 左 右 側 板 が 折 り 畳 ま れ る よ う に な っ て い る 請
求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 断 熱 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 生 鮮 食 品 等 の 被 保 冷 物 あ る い は 被 保 温 物 の 運 搬 に 適 し た 断 熱 容 器 に 関 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
生 鮮 食 品 等 の 被 保 冷 物 や 被 保 温 物 を 収 容 し て 所 要 場 所 に 運 搬 す る 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 か ら な
る 断 熱 容 器 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 断 熱 容 器 は 、 有 底 筒 状 に 一 体 形 成 さ れ た 箱 本 体 と
蓋 体 と か ら な る も の が 普 通 で あ る が 、 こ れ で は 、 例 え ば 被 収 容 物 を 所 要 場 所 へ 運 搬 し て 空
の 断 熱 容 器 を 返 送 す る 際 に 、 そ の 空 容 器 が 嵩 高 と な っ て 返 送 費 用 が 高 く つ く 。 そ こ で 、 箱
本 体 を 、 底 板 と 前 側 板 と 後 側 板 と 左 側 板 と 右 側 板 と に 分 割 形 成 し 、 被 収 容 物 を 収 容 す る 際
に 底 板 と 前 後 左 右 の 側 板 と を 箱 状 に 組 み 立 て 、 運 搬 後 に 返 送 す る 際 に 分 解 し て 嵩 低 に 重 ね
る こ と が で き る よ う に し た も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 の よ う に 箱 本 体 を 底 板 と 前 後 左 右 側 板 に 分 割 形 成 す れ ば 、 分 解 し て 嵩 低 に 重 ね る こ と
が で き る の で 、 空 容 器 で の 運 搬 時 や 保 管 時 に 非 常 に 好 都 合 で あ る が 、 分 解 し た 状 態 か ら 箱
状 に 組 み 立 て る の に 可 成 り 手 間 が か か り 実 用 に 適 さ な い と 云 う 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 本
発 明 の 出 願 人 は 、 以 前 に 、 箱 本 体 を 、 底 板 と 前 後 左 右 の 側 板 と に 分 割 形 成 し て 嵩 低 に 折 り
畳 む こ と が で き な が ら 、 こ れ ら を 容 易 迅 速 に 組 み 立 て る こ と が で き て 十 分 実 用 に 適 す る 断
熱 容 器 を 提 案 し た （ 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ８ ６ ８ ２ 号 公 報 ） 。 こ の 断 熱 容 器 は 、 発 泡 合 成 樹 脂
材 に よ っ て 形 成 さ れ た 底 板 、 前 後 側 板 、 左 右 側 板 及 び 蓋 板 か ら な る も の で 、 各 側 板 が 、 折
曲 可 能 な ヒ ン ジ 部 （ 蝶 番 部 ） を 介 し て 底 板 に 対 し 起 立 姿 勢 と 折 畳 姿 勢 と に 姿 勢 変 更 可 能 に
連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 断 熱 容 器 で は 、 分 解 し た 箱 本 体 を 容 易 迅 速 に 組 み 立 て る こ と が で き 利 点 は あ る 一 方 、
容 器 の 内 容 物 の 荷 重 が 底 板 に 直 接 か か る こ と か ら 、 内 容 物 の 入 っ た 容 器 を 持 ち 運 び す る 際
、 底 板 を 持 た ず に 、 最 も 手 っ と り 早 い 左 右 側 板 を 手 で 掴 ん で 持 ち 上 げ る と 、 底 板 に か か る
内 容 物 の 荷 重 に よ っ て 、 底 板 と 左 右 側 板 と を 連 結 し て い る ヒ ン ジ 部 が 外 れ て 、 底 板 が 抜 け
る 、 と 云 う 問 題 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み 、 箱 本 体 に 内 容 物 を 入 れ た 状 態 で 側 板 を 手 で 掴 ん で 持 ち 上
げ て も ヒ ン ジ 部 が 外 れ る お そ れ の な い 断 熱 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 発 泡 樹 脂 材 で 形 成 さ れ た 底 板 １ 、 前 後 側 板 ２ ， ３ 、 左 右 側 板 ４ ，
５ 及 び 蓋 板 ６ か ら な り 、 各 側 板 ２ ～ ５ は 、 折 曲 可 能 な ヒ ン ジ 部 ７ ， ８ ， ９ を 介 し て 底 板 １
に 対 し 起 立 姿 勢 と 折 畳 姿 勢 と に 姿 勢 変 更 可 能 に 連 結 さ れ て な る 断 熱 容 器 に お い て 、 底 板 上
面 １ ａ の 左 右 両 側 端 部 に は 左 右 側 板 ４ ， ５ を 夫 々 連 結 す る 堰 壁 部 １ １ ， １ １ が 突 設 さ れ 、
各 堰 壁 部 １ １ の 内 側 面 と こ れ に 連 結 す る 各 側 板 ４ ， ５ の 内 側 面 と に 亘 っ て 前 記 ヒ ン ジ 部 ９
が 設 け ら れ る 一 方 、 各 堰 壁 部 １ １ の 外 側 面 下 部 に 嵌 合 凹 部 １ ２ が 設 け ら れ 、 左 右 各 側 板 ４
， ５ の 下 端 部 に は 、 起 立 姿 勢 時 に 堰 壁 部 １ １ の 上 端 面 １ １ ａ に 当 接 す る 下 端 支 持 面 １ ３ と
、 起 立 姿 勢 時 に 堰 壁 部 １ １ の 嵌 合 凹 部 １ ２ に 嵌 合 し て 底 板 １ を 一 体 的 に 持 ち 上 げ 可 能 な 嵌
合 凸 部 １ ４ と が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 断 熱 容 器 に お い て 、 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 外 側 面 に は 容 器 持
ち 上 げ 用 の 手 掛 け 部 ３ ０ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 断 熱 容 器 に お い て 、 各 堰 壁 部 １ １ の 上 端 面 １ １ ａ と
こ れ に 当 接 す る 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 下 端 支 持 面 １ ３ と の 何 れ か 一 方 に 係 合 凸 条 部 １ ６ が 設
け ら れ 、 他 方 に 係 合 凹 溝 部 １ ５ が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ４ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 断 熱 容 器 に お い て 、 前 後 側 板 ２ ， ３ は 、 底 板
上 面 １ ａ の 左 右 両 側 端 部 に 突 設 さ れ た 左 右 両 堰 壁 部 １ １ ， １ １ の 高 さ 内 に 納 ま る よ う に 折
り 畳 ま れ 、 こ の 折 り 畳 ま れ た 前 後 側 板 ２ ， ３ 上 に 左 右 側 板 ４ ， ５ が 折 り 畳 ま れ る よ う に な
っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 に 係 る 断 熱 容 器 を 組 み 立 て た 状 態 で の 斜 視 図 、 図 ２ の （ Ａ ） は 図 １ の Ｘ － Ｘ
線 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 折 り 畳 ん だ 状 態 で の 同 様 な 断 面 図 、 図 ３ は 図 １ の Ｙ － Ｙ 線 断 面 図 、 （
Ｂ ） は 折 り 畳 ん だ 状 態 で の 同 様 な 断 面 図 、 図 ４ は 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 折 り 畳
ん だ 状 態 で の 同 様 な 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 断 熱 容 器 は 、 発 泡 樹 脂 材 に
よ っ て 形 成 さ れ た 底 板 １ と 前 後 側 板 ２ ， ３ と 左 側 板 ４ ， ５ と 蓋 板 ６ と か ら な る も の で 、 底
板 １ と 前 後 左 右 の 側 板 ２ ～ ５ と に よ っ て 箱 本 体 Ｗ が 形 成 さ れ 、 こ れ に 蓋 板 ６ を 被 せ る こ と
に よ っ て 断 熱 容 器 が 形 成 さ れ る 。 各 側 板 ２ ， ３ ， ４ ， ５ は 、 夫 々 折 曲 可 能 な ヒ ン ジ 部 ７ ，
８ ， ９ ， ９ を 介 し て 底 板 １ に 対 し 起 立 姿 勢 と 折 畳 姿 勢 と に 姿 勢 変 更 可 能 に 連 結 さ れ て い る
。 各 ヒ ン ジ 部 ７ ， ８ ， ９ ， ９ は 、 ポ リ ス チ レ ン 等 合 成 樹 脂 製 の 接 着 テ ー プ か ら な る も の で
、 底 板 １ 及 び 各 側 板 ２ ～ ５ に 対 し 夫 々 接 着 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
底 板 １ の 上 面 １ ａ に は 、 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 端 部 に 前 側 板 ２ を 連 結 す る た め の
堰 壁 部 １ ０ が 突 設 さ れ 、 左 右 両 側 端 部 に は 左 右 側 板 ４ ， ５ を 夫 々 連 結 す る た め の 堰 壁 部 １
１ ， １ １ が 突 設 さ れ て い る 。 堰 壁 部 １ ０ の 内 側 面 と 前 側 板 ２ の 内 側 面 下 端 部 と に 亘 っ て ヒ
ン ジ 部 ７ が 接 着 さ れ 、 こ れ に よ り 前 側 板 ２ が 底 板 １ に 対 し て 起 立 及 び 折 畳 可 能 に 連 結 さ れ
、 ま た 後 側 板 ３ は 、 こ れ の 内 側 面 下 端 部 と 底 板 １ の 上 面 １ ａ と に 亘 っ て 接 着 さ れ た ヒ ン ジ
部 ８ に よ り 、 底 板 １ に 対 し て 起 立 及 び 折 畳 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 左 右 各 堰 壁 部 １ １ の 内 側 面 と こ れ に 連 結 さ れ る 左 右 各 側 板 ４
， ５ の 内 側 面 下 端 部 と に 亘 っ て ヒ ン ジ 部 ９ が 接 着 さ れ 、 こ れ に よ っ て 左 右 各 側 板 ４ ， ５ が
底 板 １ に 対 し 起 立 及 び 折 畳 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 図 ５ か ら 分 か る よ う に 、 左 右 各 堰
壁 部 １ １ の 外 側 面 に は そ の 中 央 部 側 を 除 い た 両 端 部 側 に 夫 々 嵌 合 凹 部 １ ２ が 設 け ら れ て い
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る 。 一 方 、 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 下 端 部 に は 図 ３ 及 び 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 起 立 姿 勢 時 （
図 ３ の （ Ａ ） 参 照 ） に 堰 壁 部 １ １ の 上 端 面 １ １ ａ に 当 接 す る 下 端 支 持 面 １ ３ と 、 起 立 姿 勢
時 （ 図 ３ の （ Ａ ） 参 照 ） に 堰 壁 部 １ １ の 嵌 合 凹 部 １ ２ に 嵌 合 し て 底 板 １ を 一 体 的 に 持 ち 上
げ 可 能 と な り 、 折 畳 姿 勢 時 （ 図 ３ の （ Ｂ ） 参 照 ） に は 堰 壁 部 １ １ の 嵌 合 凹 部 １ ２ か ら 離 脱
す る 肉 太 の 嵌 合 凸 部 １ ４ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ４ 、 図 ６ 及 び 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 外 側 面 に は 容 器 持 ち 上 げ 用 の
手 掛 け 部 ３ ０ が 凹 設 さ れ て い る 。 ま た 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 下 端 支 持 面 １ ３ に は 、 堰 壁 部 １
１ の 上 端 面 １ １ ａ に 凹 設 さ れ た 凹 溝 部 １ ５ に 対 し て 係 脱 可 能 な 凸 条 部 １ ６ が 突 設 さ れ 、 左
右 各 側 板 ４ ， ５ の 上 端 面 ４ ａ ， ５ ａ に は 、 蓋 板 ６ の 下 面 周 縁 部 に 周 設 さ れ た 凸 条 部 １ ７ の
左 右 各 辺 部 １ ７ ａ が 係 脱 可 能 な 凹 溝 部 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 図 ６ か ら 分 か る よ う に 、 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 両 端 部 に は 、 各 側 板 ２ ～ ５ の 起 立 姿 勢 時
に 前 後 側 板 ２ ， ３ の 外 側 面 端 部 に 外 側 か ら 当 接 し て こ れ を 支 持 す る 支 持 壁 部 １ ９ ， １ ９ が
設 け ら れ て お り 、 各 支 持 壁 部 １ ９ の 内 側 面 に は 、 前 後 各 側 板 ２ ， ３ の 外 側 面 両 端 部 に 夫 々
凹 設 さ れ た 凹 溝 部 ２ ０ （ 図 ７ 参 照 ） に 対 し て 係 脱 可 能 な 凸 条 部 ２ １ が 突 設 さ れ て い る 。 ま
た 、 前 後 各 側 板 ２ ， ３ の 上 端 面 ２ ａ ， ３ ａ に は 、 蓋 板 ６ の 下 面 周 縁 部 に あ る 凸 条 部 １ ７ の
前 後 各 辺 部 １ ７ ｂ が 係 脱 可 能 な 凹 溝 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 底 板 １ の 前 端 部 に 設 け ら れ た 堰 壁 部 １ ０ の 上 端 面 １ ０ ａ
に は 、 前 側 板 ２ の 下 端 に 突 設 さ れ た 凸 条 部 ２ ３ が 係 脱 可 能 な 凹 溝 部 ２ ４ が 凹 設 さ れ 、 底 板
上 面 １ ａ の 後 端 部 に は 後 側 板 ３ の 下 端 に 突 設 さ れ た 凸 条 部 ２ ５ が 係 脱 可 能 な 凹 溝 部 ２ ６ が
凹 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 図 ２ の （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 側 板 ２ を 連 結 す る 堰 壁 部 １ ０ の 底 板 上 面 １
ａ か ら の 高 さ Ｈ １ は 、 前 後 各 側 板 ２ ， ３ の 厚 み ｔ よ り も 僅 か に 高 く 、 後 側 板 ３ は 底 板 １ の
後 端 部 で 底 板 上 面 １ ａ と 同 レ ベ ル で 連 結 さ れ 、 従 っ て 同 図 の （ Ｂ ） か ら 分 か る よ う に 、 後
側 板 ３ を 折 り 畳 ん だ 後 、 前 側 板 ２ を 折 り 畳 む と 、 こ の 前 側 板 ２ は 後 側 板 ３ の 上 に 平 行 に 位
置 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 図 ３ の （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 左 右 の 側 板 ４ ， ５ は 、 所 謂 観 音 開 き 式 に 折 り
畳 ま れ る よ う に 構 成 さ れ 、 そ し て こ れ ら 両 側 板 ４ ， ５ を 夫 々 連 結 す る 堰 壁 部 １ １ は 、 底 板
上 面 １ ａ か ら の 高 さ Ｈ ２ が 前 後 両 側 板 ２ ， ３ を 重 ね 合 わ せ た 厚 み ２ ｔ よ り も 僅 か に 高 く な
る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 従 っ て 同 図 の （ Ｂ ） か ら 分 か る よ う に 、 前 後 両 側 板 ２ ， ３ を 重
ね 合 わ せ に 折 り 畳 ん だ 後 、 左 右 両 側 板 ４ ， ５ を 折 り 畳 む と 、 こ れ ら 左 右 両 側 板 ４ ， ５ は 、
先 に 折 り 畳 ま れ た 前 後 両 側 板 ２ ， ３ の 上 に 平 行 に 位 置 し 、 こ れ に よ っ て 前 後 左 右 ４ つ の 側
板 ２ ～ ５ を 底 板 １ 上 に 極 め て 嵩 低 に コ ン パ ク ト に 折 り 畳 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 断 熱 容 器 の 作 用 に つ い て 説 明 す る と 、 先 ず 図 １ に は 、 底 板 １ と 前
後 左 右 の 側 板 ２ ～ ５ と に よ っ て 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 箱 本 体 Ｗ と 、 こ の 箱 本 体 Ｗ か ら 外 さ
れ た 蓋 板 ６ と が 示 さ れ 、 ま た 図 ２ の （ Ａ ） 、 図 ３ の （ Ａ ） 及 び 図 ４ の （ Ａ ） に は 、 図 １ の
よ う に 組 み 立 て ら れ た 箱 本 体 Ｗ の 縦 横 の 断 面 図 が 示 さ れ 、 更 に 図 ８ に は 、 こ の 箱 本 体 Ｗ の
中 に 被 保 冷 物 や 被 保 温 物 Ｇ を 入 れ た 状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か し て 、 特 に 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 被 保 冷 物 や 被 保 温 物 Ｇ の 入 っ た 箱 本 体 Ｗ を 持 ち 上
げ る 際 に 、 左 右 側 板 ４ ， ５ に 設 け て あ る 手 掛 け 部 ３ ０ ， ３ ０ に 両 手 の 指 を 掛 け て 持 ち 上 げ
る と 、 被 保 冷 物 や 被 保 温 物 Ｇ の 荷 重 Ｍ が 箱 本 体 Ｗ の 底 板 １ に か か る が 、 そ れ ら の 荷 重 Ｍ は
、 底 板 １ の 両 堰 壁 部 １ １ ， １ １ に 設 け ら れ た 嵌 合 凹 部 １ ２ ， １ ２ に 夫 々 嵌 合 し て い る 嵌 合
凸 部 １ ４ ， １ ４ に よ っ て 受 け ら れ （ こ の 時 、 堰 壁 部 １ １ 側 か ら 受 け る 嵌 合 凸 部 １ ４ 側 の 反
力 を Ｒ で 示 す ） 、 各 堰 壁 部 １ １ の 内 側 面 と 各 側 板 ４ ， ５ の 内 側 面 と に 亘 っ て 接 着 さ れ た ヒ
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ン ジ 部 ９ に は そ の 荷 重 Ｍ が 殆 ど か か ら な い か ら 、 こ の ヒ ン ジ 部 ９ が 堰 壁 部 １ １ や 側 板 ４ ，
５ か ら 剥 離 す る よ う な こ と が な く 、 従 っ て 底 板 １ が 抜 け る よ う な こ と も な い 。 こ の 場 合 、
各 嵌 合 凸 部 １ ４ は 、 図 示 の よ う に 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 下 端 部 に 十 分 肉 太 に 一 体 に 形 成 さ れ
た も の で あ る か ら 、 破 損 す る よ う な こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 図 ８ で は 、 図 示 を 簡 略 す る た め に 箱 本 体 Ｗ か ら 蓋 板 ６ を 取 り 外 し た 状 態 を 示 し て い る
が 、 蓋 板 ６ を 取 り 付 け た 場 合 も 上 記 の 作 用 は 同 じ で あ る 。 断 熱 容 器 の 運 搬 に 際 し て 箱 本 体
Ｗ を 持 ち 上 げ た り 、 降 ろ し た り す る 時 は 、 蓋 板 ６ を 付 け た ま ま の 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 断 熱 容 器 の 運 搬 後 に 返 送 す る 際 に 、 こ の 断 熱 容 器 を 分 解 す る 時 は 、 箱 本 体 Ｗ か ら 蓋
板 ６ を 取 り 外 し た 後 、 図 ２ の （ Ａ ） に 示 す 状 態 か ら 、 先 ず 、 箱 本 体 Ｗ の 前 後 側 板 ２ ， ３ の
う ち の 後 側 板 ３ を 折 り 畳 み 、 こ の 折 り 畳 ん だ 後 側 板 ３ の 上 に 前 側 板 ２ を 折 り 畳 ん で 重 ね 合
わ せ 、 図 ２ の （ Ｂ ） に 示 す 状 態 と す る 。 こ う し て 前 後 側 板 ２ ， ３ を 折 り 畳 ん だ 後 、 左 右 の
側 板 ４ ， ５ を 折 り 畳 ん で 、 先 に 折 り 畳 ん だ 前 後 側 板 ２ ， ３ の 上 に 重 ね あ わ せ 、 図 ３ の （ Ｂ
） に 示 す よ う な 状 態 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 断 熱 容 器 に よ れ ば 、 被 保 冷 物 や 被 保 温 物 Ｇ の 内 容 物 の 入 っ た 箱
本 体 Ｗ を 持 ち 上 げ る 際 に 、 左 右 側 板 ４ ， ５ の 手 掛 け 部 ３ ０ ， ３ ０ に 両 手 の 指 を 掛 け て 持 ち
上 げ る と 、 内 容 物 の 荷 重 Ｍ が 箱 本 体 Ｗ の 底 板 １ に か か る が 、 そ の 荷 重 Ｍ は 、 底 板 １ の 両 堰
壁 部 １ １ ， １ １ の 嵌 合 凹 部 １ ２ ， １ ２ に 夫 々 嵌 合 し て い る 嵌 合 凸 部 １ ４ ， １ ４ に よ っ て 受
け ら れ る こ と に よ っ て 、 ヒ ン ジ 部 ９ が 堰 壁 部 １ １ や 側 板 ４ ， ５ か ら 剥 離 す る こ と が な く 、
底 板 １ が 抜 け る こ と も な い 。 ま た 、 左 右 各 側 板 ４ ， ５ に 夫 々 手 掛 け 部 ３ ０ を 設 け て い る た
め 、 箱 本 体 Ｗ の 持 ち 上 げ 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 場 合 、 嵌 合 凹 部 １ ２ に 対 す る 嵌 合 凸 部 １ ４ の 嵌 脱 は 、 図 ３ の （ Ａ ） に 示 す よ う に ヒ ン
ジ 点 ９ ａ を 中 心 に 行 な わ れ る が 、 こ の 嵌 脱 作 用 が 良 好 で 、 且 つ 嵌 合 凹 部 １ ２ の 下 面 １ ２ ａ
に 対 す る 嵌 合 凸 部 １ ４ の 上 面 １ ４ ａ の 接 触 面 積 を 大 き く す る た め に は 、 発 明 者 が 種 々 実 験
の 結 果 、 嵌 合 凹 部 １ ２ の 下 面 １ ２ ａ の 基 端 １ ２ ｂ 及 び 開 口 端 １ ２ ｃ と 、 こ れ に 対 応 す る 嵌
合 凸 部 １ ４ の 上 面 １ ４ ａ の 基 端 １ ４ ｂ 及 び 開 口 端 １ ４ ｃ を 図 示 の よ う に 同 方 向 の テ ー パ 状
に 形 成 す る こ と が 好 ま し い こ と が 判 明 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 こ の 断 熱 容 器 に あ っ て は 、 箱 本 体 Ｗ を 組 み 立 て る こ と に よ り 、 前 後 側 板 ２ ， ３ の 夫
々 下 端 に 突 設 し た 凸 条 部 ２ ３ ， ２ ５ が 底 板 １ 側 の 凹 溝 部 ２ ４ ， ２ ６ に 夫 々 係 合 し 、 ま た 左
右 各 側 板 ４ ， ５ の 下 端 に 突 設 し た 凸 条 部 １ ６ が 底 板 １ の 堰 壁 部 １ １ の 上 端 面 １ １ ａ に 設 け
た 凹 溝 部 １ ５ に 係 合 し 、 更 に 左 右 各 側 板 ４ ， ５ の 支 持 壁 部 １ ９ ， １ ９ の 内 側 面 に 突 設 し た
凸 条 部 ２ １ が 前 後 各 側 板 ２ ， ３ の 外 側 面 に 設 け た 凹 溝 部 ２ ０ に 係 合 す る か ら 、 底 板 １ と 前
後 左 右 各 側 板 ２ ～ ５ と が 互 い に 密 着 し て 隙 間 が な く な り 、 断 熱 効 果 を 一 層 高 め る こ と が で
き る と 共 に 、 ガ タ つ き が な く て 、 構 造 的 に 安 定 し た 箱 本 体 Ｗ と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 箱 本 体 Ｗ 内 に 被 保 冷 物 や 被 保 温 物 Ｇ の 内 容 物 を 入 れ て 蓋 板 ６ を 取 り 付 け る 時 に は 、
蓋 板 ６ の 下 面 周 縁 部 に 周 設 し た 凸 条 部 １ ７ の 前 後 左 右 辺 部 １ ７ ａ ， １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７
ｂ が 前 後 左 右 各 側 板 ２ ～ ５ の 上 端 面 に 設 け た 凹 溝 部 ２ ２ ， ２ ２ ， １ ８ ， １ ８ に 係 合 す る か
ら 、 蓋 板 ６ と 箱 本 体 Ｗ の 前 後 左 右 各 側 板 ２ ～ ５ と が 互 い に 密 着 し て 、 内 部 を 密 封 状 態 に 確
実 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 実 施 形 態 で は 、 ヒ ン ジ 部 ７ ， ８ ， ９ が 合 成 樹 脂 製 の 接 着 テ ー プ か ら な る も の で 、 底 板
１ 及 び 各 側 板 ２ ～ ５ に 対 し て 接 着 さ れ る も の と し た が 、 ヒ ン ジ 部 は 、 こ の 実 施 形 態 の よ う
な 接 着 テ ー プ か ら な る も の に 限 ら ず 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ８ ６ ８ ２ 号 公 報 に 記 載 さ
れ て い る よ う な 構 造 、 即 ち 折 曲 可 能 な 薄 肉 部 と 、 こ の 薄 肉 部 を 介 し て 連 設 さ れ た 両 側 一 対
の ヒ ン ジ 本 体 部 と か ら な り 、 一 方 の ヒ ン ジ 本 体 部 が 底 板 に 固 着 さ れ 、 他 方 の ヒ ン ジ 本 体 部
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が 側 板 ２ ～ ５ に 固 着 さ れ る よ う な も の で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 被 保 冷 物 や 被 保 温 物 の 内 容 物 の 入 っ た 断 熱 容 器 を 持 ち 上 げ
る 際 に 、 両 側 板 を 手 で 掴 ん で 持 ち 上 げ る と 、 内 容 物 の 荷 重 は 底 板 に か か る が 、 そ の 荷 重 は
、 底 板 の 両 堰 壁 部 の 嵌 合 凹 部 に 夫 々 嵌 合 し て い る 側 板 の 嵌 合 凸 部 に よ っ て 受 け ら れ る か ら
、 ヒ ン ジ 部 が 側 板 や 底 板 側 か ら 外 れ る こ と が な く 、 従 っ て 底 板 が 抜 け る よ う な こ と も な い
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 左 右 各 側 板 の 外 側 面 に 手 掛 け 部 を 設 け て い る か ら 、 容 器 の
持 ち 上 げ が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 左 右 側 板 が 連 結 さ れ る 各 堰 壁 部 の 上 端 面 と こ れ に 当 接 す る
左 右 各 側 板 の 下 端 支 持 面 と の 何 れ か 一 方 に 係 合 凸 条 部 を 設 け 、 他 方 に 係 合 凹 溝 部 を 設 け て
い る か ら 、 左 右 各 側 板 を 安 定 良 く 堰 壁 部 上 に 起 立 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 各 側 板 の 下
端 部 の 嵌 合 凸 部 を 堰 壁 部 側 の 嵌 合 凹 部 に 確 実 に 嵌 合 さ せ て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 後 左 右 ４ つ の 側 板 を 底 板 上 に 嵩 低 に コ ン パ ク ト に 折 り 畳
む こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 断 熱 容 器 を 組 み 立 て た 状 態 で の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 折 り 畳 ん だ 状 態 で の 同 様 な 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｙ － Ｙ 線 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 折 り 畳 ん だ 状 態 で の 同 様 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 折 り 畳 ん だ 状 態 で の 同 様 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 底 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 左 右 両 側 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 前 後 両 側 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 断 熱 容 器 の 作 用 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
Ｗ 　 　 　 　 　 　 　 　 箱 本 体
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 底 板
１ ａ 　 　 　 　 　 　 　 底 板 の 上 面
２ ， ３ 　 　 　 　 　 　 前 後 側 板
４ ， ５ 　 　 　 　 　 　 左 右 側 板
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 蓋 板
７ ， ８ ， ９ 　 　 　 　 ヒ ン ジ
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 底 板 上 面 の 前 端 部 に 設 け ら れ た 堰 壁 部
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 左 右 上 面 の 左 右 両 端 部 に 設 け ら れ た 堰 壁 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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